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第1華 南蛮美術と江戸洋風画  























れている。   





















（3）江戸系洋風画   
江戸系洋風画の筆頭に位置するのは、司馬江漢である。江漢は、西洋絵  
画を写実故に実用に役立つ技であるとし、日本や中国の戯れの技との違い  
を強調している。彼の『西洋画談』を見てみよう。   
司馬江漢『西洋画談』［寛政11（1799）年］   
「西画は只能造化の意をとるのみ。和漢の画は、翫物にして用を為さず。   
且て西画の法に至りては、濃淡を以て陰陽凹凸遠近深浅をなる者にて、   
其真を摸せり。文字と用を同ふする事、文字を以て誌すと維、其形状に   
至りては、画に非ざれば弁じがたし。故に彼国の書籍は、画国を以て説   
き知らせるもの多し。豊和漢の画の如く、酒辺の一興、翫弄戯技をなす   
の比ならんや、真に実用の技にして治術の具なり。」   
その実用性の最たるものが、銅版画である。彼は、日本で最初の腐食銅  










作品を思わせる。   
なお、田善とその弟子たちを合わせて「須賀川派」と呼ぶ。江戸時代の  
洋風画の重要な二流派が東北にあったことは、ひじょうに興味深い。  
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強調されるのである。喜多川歌麿《婦人和学拾鉢（覗き眼鏡を見る美  
人）≫や鈴木春信≪六玉川 高野の玉川≫では、覗き眼鏡を見るという新  
風俗が美人を際立たせる道具として使用されるのである。   
ではこのような「視覚革命」がどのように浮世絵の表現法自体に及んだ  
かをつぎに見てみよう。  















物が国産化している。   
この顕微鏡が、拡大像への欲望をかきたてたのかもしれない。江戸中期  
以降、浮世絵を初めとして、顕微鏡で見たかのような微細なものの拡大像  
がしばしば現れるのである。北斎は摺物の《顕微鏡に蝶≫に見事な装飾を   




よう。   
2つの側面で観察しよう。第1に浮世絵の中に現れる西洋人や西洋的文  
物、第2に浮世絵の中に現れた西洋的絵画表現である。  





場するオランダ人の像を見てみよう。   
春画の代表作、喜多川歌麿≪歌まくら≫（1788年）の第12図には、オラン  
ダ人のカップルが登場する。この奇矯な描写には、異国への畏れ、異国人  
の気味の悪さなどが強調されているようにみえる。   
つぎに浮世絵の中に登場するさまざまな西洋的物産を観察してみよう。   
時計は、西川佑侶《柱時計美人図≫に、望遠鏡は磯田湖龍斎《遠眼鏡≫  
などに登場する。小さなガラス製の懐中鏡もまた西洋からの輸入品である。  
それは、喜多川歌麿《夏姿美人図≫や歌川豊国《高島ひさ 自惚れ鏡≫に  
巧みな道具として措き込まれる。   
これらは時計を覗いてすべて「見る道具」である。つまりスクリーチ等  
の言うとおり、江戸の視覚革命ともいうべき転換が、西洋からの道具をき  






国貞の春画《花鳥余情 吾妻源氏≫などにいずれもおどろおどろしいイメ  
ージとして措かれるのである。  
・陰影、肉付けへの試み   
従来の日本画に見られない西洋絵画のもう一つの特徴は、光と影の表現  
















第3事 由一と江戸絵画   
さてこれまで見てきた江戸絵画における西洋的要素は、高橋由一作品と  
どのような関係があるのだろうか。最後に由一作品との比較検討を行って、  




（妙法寺）などと共通するものがある。   
また魚屋北渓《琴高仙人≫（1820年頃、スペンサー美術館）は、その静物  
画的表現という点で、由一の《鰭梅花≫ 《鮭≫などに似ている。由一《月  
図≫ も、歌麿《潮干のつと≫（1789年 ベレス・コレクション）にその先例  
を見て良いのだろうし、風景としては、すでに指摘されているように、由  
一《相州江之島図≫と司馬江漠《江之島遠望図≫（1807年氏家浮世絵コレ  
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